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学習場面 紙が効果的な場面 デジタルが効果的な場面

導入・興味喚起 落ち着いて内容を読む 動画・音声・シミュレーション

知識・技能の習得 精読・比較・全体構造の把握 動的表現による理解支援

基礎・基本の定着 手書きによる反復・記憶定着 個別最適な反復学習

深い思考 試行錯誤・思考過程の可視化 ヒント提示・協働学習

評価 記述・作図・思考過程の確認 即時採点・学習ログ分析

フォロー学習 自分のペースで復習 到達度に応じた個別出題

教師の見取り 筆跡・書き直し・つまずきの把握 進捗・正答率・学習履歴の把握

学習場面に応じた紙とデジタルの役割（日図協資料抜粋）

紙とデジタルは対立するものではなく、子どもの学びを支えるために相互補完する存在である。
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①基礎・基本の定着（ドリル）

多様な紙面提示：くりかえし型と書き込み型

「学び方」を学ぶ 4



①基礎・基本の定着（ドリルノート）

理解

思考の過程そのものが残る

思考
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定着

理解したことを自分の言葉や式で記述し、
思考を整理・定着させる



6 徹底的に活用する

①基礎・基本の定着（ワークテスト）

定着

評価



②解答を確認する ④解説動画を見る

⑥個別最適「Myプリント」

②個別最適な反復【テスト見直しデジタル版】

①テスト裏面QRを読む

③解説を確認する

⑤CBT（自動採点デジタルテスト）

定着

評価
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②個別最適な反復【 CBT 】

演習量をデジタルが補完
個に応じて、必要な量の類題を効率的に反復トレーニング

定着
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③深い思考【アナログ】

自分の手を動かし、試行錯誤しながら問題の本質に向き合う思考
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③深い思考【デジタル】

疑問をデジタルで解決
個別のつまずきポイントを、動画や思考補助ヒントで解消

理解
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アナログ×デジタル先進事例【 MITORU 】

計算ドリルの紙面に児童が手書きした解答を
自動で丸付けするAIモデル

●児童の自立的な学習への支援
●先生の見取りを通した個別最適な指導への支援
●先生の業務負担軽減に向けた取り組み

思考

理解
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アナログ×デジタル先進事例【 MITORU 】

【主な特徴・メリット】
 紙の良さを活かしたAI活用: 鉛筆で書く学習スタイルはそのままに、採点だけを効率化。 
 即時フィードバック: 児童はその場で丸付け結果を知り、自立的に学習を進められる。
 教員の負担軽減と個別指導の充実: 全体の採点時間が減ることにより、フォローが必要な児童に

対して時間を割くことができる
 教師の満足度につながる： クラスの子供のできる・わかるを先生が実感できる。

思考

理解
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教材会社の役割の進化 「教科書を補完する存在」

➀ 教科書と教材の連携促進 ➁ 学習ログの活用と連携基盤の整備
教科書 × 教材 × CBTの統合的な学習履歴の蓄積と活用
教科書発行者-教材発行者-プラットフォーム事業者の
適切かつ円滑な連携とデータ共有のための環境整備

➂教師の見取り支援 ➃児童生徒の関心等に応じた
多様な教材活用
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これからの教科書と教材の連携に期待すること

紙・デジタルを問わず、教科書と教材が連携することで、子ども一人ひとりに最適な学びを実現できる。

教科書を核とした学び × 多様な教材活用によって、
児童一人ひとりの学びの深化を実現

・学び直しへの接続
・学習導線の一体化
・個別最適な支援

紙の記述× 学習ログ × 評価結果
を統合的に活用し、多面的に児童理解を深める支援



学校教材は、子どもたちに「答え」を教えるのではなく、「答えに導く力」を育てるもの。
紙とデジタルは対立するものではなく、学習場面に応じて、互いを補完し合う存在である。

私たち教材発行者は、現場の先生方とともに、子どもの成長を支える学習環境をこれからも設計していく。

「紙かデジタルか」ではなく
“子どもの学び”から考える
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